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2014 年の研究大会は、10 月 4 日（土）・5 日（日）に岡山大学津島北キャンパス（岡山市）にて実施されま

す。引き続き、JSSEES との合同大会となり、今回はロシア・東欧学会の大会開催校が担当します。研究大会

プログラム（予告版）を送付いたしましたので、多くの会員の皆様のご参加をお待ちしております。プログラム

（確定版）と報告要旨集（大会当日配布）および報告ペーパーは、ロシア・東欧学会ウェブサイト（

http://www.gakkai.ac/roto）にて9月中旬以降に随時掲示します。 

 

１． 共通論題 
共通論題は、「ウクライナ危機と国際関係」をテーマとし、例年通り、第１セッションの研究報告と第2 セッ

ションのパネル・ディスカッションの二部構成となります。若手からベテラン会員まで総勢10名が登壇します。

討論や質疑の時間を十分に確保するため、昨年に比べて、共通論題の配分時間を30分拡大しました。共通論題

の研究報告は論文が、パネル・ディスカッションに関しては記録が学会誌に掲載される予定です。 

 
２．自由論題報告 
自由論題報告も、例年通り、政治・外交、経済・社会、文学・文化の各領域から成る3つの分科会で構成され、

昨年よりも3件増えて、計14件（JSSEES受付分1件）の研究報告が予定されています。そこで、自由論題報

告の配分時間を30分拡大し、ご応募いただいた全てのご報告を受け付けることとしました。自由論題報告を行

う若手会員への旅費等の助成が継続されたことから、今年も多くの若手会員からの応募がありました。なお、「

旅費等の申請書」は、学会ウェブサイトの「研究大会」のページからダウンロードして使用してください。 

 

３．JSSEES 特別講演 
 今年は、初日の午前中に JSSEES が企画する特別講演が設定されております。なお、ロシア・東欧学会の共

通論題は、1日目の13時30分からの開始となります。 

 

４．オンライン参加登録 

学会ウェブサイトにおけるオンライン参加登録は 9 月 20 日(土)が締め切りとなっております。懇親会のお申

し込みに加えて、報告要旨集や名札などを準備する関係から、事前の参加登録をお願いしております。また、例

年通り、学会ウェブサイトに報告ペーパーを掲示いたします。事前にダウンロードの上、当日、ご持参いただき

ますようお願い申し上げます。 

2014 年度研究大会 プログラム固まる 
10 月 4 日(土)・5 日(日)岡山大学で実施 
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論文、研究ノート、書評の原稿を募集しています。応募締切りは９月15日、原稿提出期限は11月末日です。

研究大会における自由論題報告者のみならず、多くの会員の皆様からのご投稿をお待ちしております。また、投

稿時点において40歳未満の方は、自動的に若手研究者奨励賞（賞状、副賞5万円）の選考対象となります。執

筆要領については、学会HPまたは学会誌巻末の｢投稿規程・執筆要領｣をご覧下さい。 

学会誌『ロシア・東欧研究』第 42 号（2013 年版）が刊行されるとともに、第 41 号（2012 年版）が電子ジ

ャーナル化されました。最新号を除いた1972年の創刊号から、日本最大級の総合電子ジャーナル・プラットフ

ォームJ-STAGEにて電子アーカイブ化が完了しております。 

学会誌に掲載予定の書評は、学会ウェブサイトに先行掲示を行うこととなりました。また、書評用の書籍は、

事務局ではなく、編集委員会宛に直接ご送付いただきますようお願いいたします。ただし、書評として取り上げ

るかどうかは、編集委員会の判断によります。 

 

 

日  時：2014年7月26日（土）14:00～15:30 

場  所：上智大学2-510教室 

出 席 者：五十嵐、伊東、岩崎、上野、大串、小澤、雲、田口、角田、袴田、羽場、浜、兵頭、藤本、松里、六

鹿、ヨコタ村上、吉井（五十音順、敬称略） 

配付資料：１．2013年度決算 

２．入会者の承認 

３．2014年研究大会のプログラム案 

４．2014年研究大会の自由論題報告の要旨 

 

１．会誌編集委員会報告（角田編集委員長、防衛大学校） 

（１）会誌第42号(2013年版)の発行が報告された。 

（２）研究奨励賞の選考要領が確認された。 

『ロシア・東欧研究』投稿募集中 
締め切りは 9 月 15 日 

問い合わせ・申込み先 

ロシア・東欧学会 会誌編集委員会 

〒239-8686 横須賀市走水1-10-20 防衛大学校外国語教育室 
      角田安正 研究室気付  

E-mail：tunoda@nda.ac.jp 

2014 年度第 1 回理事会の議事録より 
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２．事務局報告（兵頭事務局長、防衛研究所） 

（１）2013年度決算が報告された。 

（２）入会希望者（7名）が承認された。 

 

３．2014年度研究大会 

（１）大会開催校の田口理事より、会場の準備状況が報告された。 

（２）兵頭事務局長より、プログラム案が報告された。 

（３）六鹿企画委員長より、「ウクライナ危機をめぐる国際関係」と題する共通論題の企画が報告された。 

（４）兵頭事務局長より自由論題報告の応募状況が報告され、討論者案が検討された。 

 

４．2015年度研究大会 

 開催日を遅らせて上智大学にて実施することが確認された。 

 

５．その他 

（１）松里理事より ICCEES幕張大会の準備状況が報告され、羽場理事より募金の案内があった。 

（２）JSSEESとの統合に関しては、ICCEES幕張大会後に検討を進めていくとのJSSEES側の意向が確認さ

れた。 

（文責：兵頭事務局長） 

                                                        

新入会員（敬称略、申し込み順） 

 

 

ICCEES（国際中・東欧学会）世界大会が、2015 年 8 月 3 日～8 日に神田外国語大学（千葉県幕張市）で開

催されます。ロシア・東欧学会では、専任職を持たない若手会員が報告を行う場合、登録料の 9 割と旅費（上

限 5 万円）を補助します。申請方法などの詳細は、学会ウェブサイトにてお知らせする予定です。申請の際に

は、登録料の払込の控えが必要となります。今後、ロシア・東欧学会に入会される方も対象となりますので、こ

れを機に入会をおすすめいただけますようお願いいたします。 

氏 名 所  属 専門分野 推薦者（署名順） 

麻田雅文 東北大学東北アジア研究センター 中ソ関係史 下斗米伸夫 塩川伸明 

林 由貴 東京大学大学院 近現代ロシア文学・思想 沼野充義 村田真一 

松嵜英也 上智大学大学院 環黒海地域の国際関係 六鹿茂夫 安達祐子 

山本健三 島根県立大学北東アジア地域研究センター 19世紀ロシア政治思想史 上野俊彦 兵頭慎治 

山脇大 京都大学大学院 比較経済システム論 溝端佐登史 藤原克美 

松下隆志 北海道大学大学院 現代ロシア文学 望月哲男 宇山智彦 

仲田由紀美 立教大学大学院 ウズベキスタン地域研究 上野俊彦 兵頭慎治 

高橋尚子 コロンビア大学大学院 現代ロシア政治・外交 上野俊彦 兵頭慎治 

ICCEES 幕張大会の登録料・旅費の補助 
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１．2015年度の研究大会 
研究大会は、東日本と西日本で交互に開催しておりますが、2015年度の研究大会を上智大学四ッ谷キャンパ

ス（東京都千代田区）で実施することが決まりました。ICCEES幕張大会の関係から、例年に比べて、開催時

期と研究大会の内容を変えて実施する予定です。 

 
２．2014年度年会費納入のお願い 
本年度の年会費をお納めいただいていない場合は、お早目の納入をお願い申し上げます。ゆうちょ銀行以外の

他行（海外を含む）からご送金いただくことも可能ですが、その場合には送金情報にお名前をお入れください。

所属大学名で送金されても、同一大学に複数の会員がおられる場合には、ご本人を特定することができません。 

年会費の納入に関して、何かご不明の点がございましたら、事務局までメールにてお問い合わせ下さい。 

 

３．住所変更の届け出はお早目に 

 宛先不明の郵便物が数多く返送されております。住所など会員登録情報に変更がありましたら、学会ウェブサ

イトのお問い合わせフォームやメールなどで事務局までお早目にお知らせください。 

 

４．年会費の改訂 

本年度より年会費が改定されました。5,000円に減額される対象者が、従来は、大学院生と70歳以上の退職者

に限られていましたが、退職者および専任職（任期制を含む）を持たない全ての会員に対象が拡大されました。

なお、2013年度までの未納分に関しては、新しい年会費は適応されません。 

 

 

 

 

 

 
《編集後記》 
ウクライナ問題はグローバルな展開を見せ、日ロ関係にも直接的な影響を与えています。次期研究大会の共通

論題では、ウクライナ危機をあらゆる角度から検証します。多数の会員の皆様のご参加をお待ちしております。

（兵頭） 

 

事務局からのお知らせ 

ロシア・東欧学会ニューズレター   第 29 号（2014 年 9 月発行） 

《発行》ロシア・東欧学会事務局  事務局長 兵頭慎治  広報委員 岡田美保 

 
郵便物送付先：〒153-8648 東京都目黒区中目黒 2-2-1 防衛研究所 兵頭慎治研究室気付 
E-mail：jarees_office@yahoo.co.jp  HP：http://www.gakkai.ac/roto/ 
ゆうちょ銀行（加入者名：ロシア・東欧学会）： 
郵便局での払込：00150-8-177731  他行からの送金：019 店 当座預金 0177731 

年会費：法人会員 20,000 円、個人会員 10,000 円 
退職、非専任（任期制を含む）、院生 5,000 円 
JSSEES、ロシア文学会、ロシア史研究会に同時加入する大学院生4,000 円 
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